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日本史授業プリント(70期)近代５	
 江戸幕府の滅亡	
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 .	
 

	
 ＜欧米諸国(列強)の動向(1865～)＞	
 	
 

※『一外交官の見た明治維新』(著者１アーネスト=サトウ（通訳）)ほか	
 

	
 Ⅰ．２条約勅許要求[1865]…４国７隻の軍艦を兵庫沖に碇泊して威圧→兵庫以外は勅許	
 

	
 	
 	
 ３改税約書[1866]…日本に不利（→近代３）	
 ※下関戦争賠償支払延期・兵庫開港延期の見返り	
 

	
 Ⅱ．イギリス	
 幕府支持から薩長接近へ方針変更	
 

	
 	
 	
 	
 公使	
 ４オールコック(下関戦争を主導	
 『大君の都』著)→５パークス	
 (討幕派を援助)	
 

	
 	
 	
 フランス	
 公使６ロッシュ	
 	
 幕府支持(財政的・軍事的援助)	
 

[５]薩長同盟の形成	
 (1864末～66)	
 

	
 長州「復活」…急進派(正義派)の台頭	
 

	
 	
 <例>７高杉晋作による８奇兵隊	
 	
 	
 の組織と挙兵[1864.12]→藩内保守派(俗論派)を排斥	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 非正規軍	
 志願兵	
 身分無関係	
 他に遊撃隊など９諸隊の結成	
 

	
 	
 軍政改革…９木戸孝允	
 	
 	
 (桂小五郎)中心	
 11大村益次郎	
 	
 	
 (村田蔵六)を登用	
 

	
 薩摩	
 方針の変化…幕府と対立	
 <例>参与会議解散（→近代４）	
 

	
 	
 	
 	
 12西郷隆盛	
 	
 	
 	
 ・13大久保利通	
 	
 	
 	
 の登用	
 ←家老14小松帯刀
たてわき

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

→15薩長同盟(連合)の成立[161866.1]	
 …密約	
 相互援助	
 「薩摩の武器」と「長州の米」	
 

	
 	
 	
 …17坂本龍馬	
 	
 	
 ・18中岡慎太郎（ともに土佐出身）が仲介	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 亀山社中(19海援隊)を組織	
 海運・貿易	
 

→幕府、20第二次長州征討[1866.6]→失敗…薩摩の出兵拒否、将軍家茂没(京)	
 

[６]江戸幕府の滅亡(1866～67)	
 

21慶吉	
 	
 	
 １５代	
 1866～67.	
 	
 	
 フランスの援助(横須賀製鉄所の建設など)	
 

	
 22慶応の改革…陸軍の近代化、老中制の改革	
 23小栗忠順の起用など	
 

★24孝明天皇の急死[1866.12]→皇太子＝25明治	
 	
 天皇(15歳)へ	
 

	
 →朝廷内で26岩倉具視	
 	
 	
 ら武力討幕派台頭	
 →27討幕の密勅を得る[281867.	
 10.14]が…	
 

★慶喜	
 29大政奉還	
 	
 	
 	
 の上表[301867.10.14]…幕府滅亡→密勅は無効	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 31土佐藩の建白…前藩主32山内豊信(容堂)	
 	
 	
 33後藤象二郎	
 	
 	
 の進言	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 （34公議政体論…朝廷の下に徳川主導の諸藩連合	
 ※龍馬の「船中八策」の影響?）	
 

＜社会不安の増大＞	
 ←物価高騰、貿易の開始、御用金の徴収など	
 

	
 	
 百姓一揆(35世直し	
 	
 一揆)・打ちこわしが激増	
 ※361866年は江戸時代最多を記録	
 

	
 	
 ｢37ええじゃないか	
 	
 	
 	
 ｣の流行[1867]…東海～四国	
 38お札降り	
 討幕運動に影響	
 

日本史授業プリント近代５(077)�



	
 [７］旧幕府勢力の排除(1867末～69)	
 

	
 39王政復古の大号令	
 	
 	
 	
 	
 [1867.12.9]	
 

	
 	
 「諸事	
 神武(＝伝説の初代天皇)創業の始」への復古…幕府・摂政・関白などの廃止	
 

	
 	
 40三職	
 	
 の設置…41総裁	
 	
 (42有栖川宮熾仁
ありすがわみやたるひと

親王)、43議定	
 	
 (公家・有力大名の藩主)	
 

44参与	
 	
 (岩倉､西郷､大久保､木戸､後藤､広沢真臣､福岡孝弟ら)	
 

	
 	
 →最初の三職会議[12.9夜]…45小御所会議	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 土佐藩の反対を押さえ、慶喜の46辞官(内大臣辞退)・47納地(幕府領の返上)を決定	
 

	
 	
 	
 	
 →慶喜は大坂城へ	
 →討幕派による挑発・かく乱	
 →新政府と旧幕府側の武力対立へ	
 

	
 48戊辰戦争	
 	
 	
 	
 [491868～69]	
 ※欧米諸国は局外中立を布告	
 

	
 	
 1868.1．48鳥羽・伏見	
 	
 の戦い…旧幕府軍敗退	
 慶喜は江戸へ脱出	
 

	
 	
 	
 →新政府軍（49官軍、50征東(東征)軍）約１万(大総督:有栖川宮､参謀:西郷)は江戸へ進撃	
 

	
 	
 	
 	
 ☆戦費不足…三井・鴻池ら豪商からの御用金や紙幣の発行で	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 民衆の支持を得るため51年貢半減令を出すが撤回	
 

	
 	
 	
 	
 ☆各地の52草莽
そうもう

隊(豪農・豪商・郷士らで編成された部隊)が参加	
 

	
 	
 	
 	
 	
 <例>52赤報隊	
 	
 (隊長:	
 53相楽
さ が ら

総三)	
 →54偽官軍として処刑される	
 

	
 	
 1868.4．55江戸開城…56勝海舟・西郷隆盛の会見→無血４開城(パークスの勧告)	
 

	
 	
 	
 →上野57彰義隊の抵抗と壊滅(58上野戦争:５月)	
 

	
 	
 1868.5．59奥羽越列藩同盟	
 	
 	
 	
 の結成…会津・仙台・米沢など東北・北陸３１藩	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 →９月までに敗北	
 <例>長岡城の戦い、会津若松落城、白虎隊の悲劇	
 

	
 	
 1869.5．60五稜郭	
 	
 の戦い＝61箱館戦争	
 …蝦夷地(北海道)で独立を目指す	
 

	
 	
 	
 →62榎本武揚	
 	
 	
 (旧幕府海軍副総裁)ら降伏	
 →戊辰戦争終結	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【正誤問題に挑戦】<1997年Ａ本試験、1990年追試験より>	
 

(１)	
 吉田松陰は，幕末の尊王攘夷運動を主導したが，八月十八日の政変によって失脚した。	
 

(２)	
 戊辰戦争の最後の戦闘は，箱館の五稜郭を舞台に行われた。	
 


